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研究成果の概要（和文）： 本研究では、エチオピア南部乾燥地帯のボラナ県においてインデックス型家畜保険
(IBLI )を試験的に販売し、IBLI の需要の決定要因と経済厚生・生計戦略への影響を計量経済学的な仮説検定に
よって明らかにした。また、その実証結果から得られたパラメーターに基づき構造推定を行い、様々な環境のも
とでのIBLI の需要、経済効果を数値シミュレーションによって解明した。

研究成果の概要（英文）：　In this study, we introduced an innovative index-based livestock insurance
 (IBLI)  in Borana in the southern part of Ethiopia and examined the determinants of the demand for 
IBLI and its consequence on household welfare via a randomized controlled trial. Based on the 
parameters obtained from empirical results, we also performed simulation analysis to identify the 
demand and economic effect of IBLI under various environments .

研究分野： 開発経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 途上国の農村家計は、天候に関連した災害
リスクに対して極めて脆弱である。これは農
業・畜産など農村世帯の主たる生計手段が、
天候の影響を受けやすいことによる。公的保
険サービスが利用できれば、災害による損失
を補填することも可能であるが、逆選択やモ
ラル・ハザードなど情報の非対称性に起因す
る問題により、一般に、途上国農村部では保
険市場が未発達か、そもそも存在していない。 
そうした中、近年、途上国の農村貧困層を

対象としたインデックス保険が注目を浴び
ている。インデックス保険とは、あらかじめ
定められた指数（インデックス）に基づいて
補償金を支払うスキームであり、代表的なも
のに降雨量をインデックスとした穀物保険
（各地に設置した降雨量計測器のデータに
基づき、ある期の降雨量が一定水準以上か以
下ならば補償金が支払われる）がある。保険
契約者の実際の作物損失額に関わらず補償
額が決定されるため、契約者のタイプの見極
めや契約後の行動の監視、損失の検証など情
報の非対称性に伴う取引費用を大幅に削減
できることが利点である。 
本研究が対象とするエチオピア南部乾燥

地帯のボラナ県では、多数の住民が牧畜業で
生計を立てており、彼らを脅かす最大のリス
クは、旱魃による家畜の餓死である。家畜は
人的資本を除き最重要の生産的資本であり、
かつ生計維持戦略の根幹を成している。旱魃
により、生産的資本である家畜が大量に死亡
すると、牧畜民は短期的に食料難に直面する
だけでなく、将来の稼得能力の著しい低下が
もたらされ、貧困・食料危機が長期化する可
能性がある。 
こうした状況において、「市場の失敗」が

生 じ にくい イ ンデッ ク ス型家 畜 保 険
（Index-Based Livestock Insurance: IBLI）の導
入に対して期待が寄せられている。しかしな
がら、穀物保険に比して、家畜保険に関する
経済学分野の研究は乏しく、牧畜民の保険需
要やその背後にあるメカニズム、保険購入が
生計戦略や経済厚生にもたらす影響など、未
解明のまま残されている。 

 
２．研究の目的 
  本研究では、エチオピア南部乾燥地帯のボ
ラナ県において IBLI を試験的に販売し、
IBLI の需要の決定要因と経済厚生・生計戦略
への影響を計量経済学的な仮説検定によっ
て明らかにすることを目的とする。また、そ
の実証結果から得られたパラメーターに基
づき構造推定を行い、様々な環境のもとでの
IBLI の需要、経済効果を数値シミュレーショ
ンによって解明する。 
 より具体的には、本研究は主に以下四つの
研究によって構成される。 
 第一に、IBLI の需要について実証分析を行
う。先行研究では、インデックス型天候保険
の需要を引き下げる要因として、家計のリス

ク選好、保険料、信用制約、資産不足、保険
提供者に対する信頼不足、保険商品への理解
不足などが指摘されている。しかし、家畜を
対象とした IBLI については研究蓄積がなく、
本研究は、これら先行研究が指摘してきた要
因が IBLI の需要にも影響をもたらすか検証
する。 
 第二に、IBLI とインフォーマルなリスクシ
ェアリングの関係についての分析を実施す
る。先行研究によると、フォーマルな保険と
近隣住民との互恵関係に基づいたインフォ
ーマルなリスクシェアリングは、補完関係に
も代替関係にもなりうる。すなわち、保険に
アクセスできるようになることで、インフォ
ーマル・ネットワークに頼る必要性が薄れた
り、逆にネットワーク内の他メンバーへの
「ただ乗り」を期待し、自らは保険購入を控
える行動が誘発される可能性がある。その結
果、ネットワークのメンバーは、より保険を
購入しなくなる。他方、インデックス保険で
は、実際の被害額と補償額に乖離（ベーシ
ス・リスク）があるため、保険ではカバーし
きれない所得損失をインフォーマル・ネット
ワークに頼る傾向が強まり、両者は技術的補
完関係にあるという可能性も指摘されてい
る。本研究では、これらの対立する理論への
実証分析を行う。 
 第三に、IBLI の経済効果分析を行う。IBLI 
のみならず、途上国農村部でフォーマルな災
害保険の提供は緒についたばかりであり、経
済厚生や生計戦略への影響など、保険購入の
帰結をデータから実証的に示した研究はほ
ぼ皆無である。本研究では、IBLI の購入が、
家計の消費水準と家畜資産の蓄積などの経
済厚生や、旱魃時のリスク管理・その他の生
計戦略にもたらす因果的影響を特定し、先行
研究の不足を補う。 
 最後に、実証研究を踏まえた上で、結果に
至るメカニズムと、反事実的状況における保
険契約の経済効果や、家計データから解明で
きる期間よりも長期にわたる経済効果を明
らかにすべく、構造推定を行う。 
  
３．研究の方法 
 IBLI のデザイン、販売はコーネル大学応用
経済経営学部、国際家畜研究所、現地の保険
会社(Oromia Insurance Company: OIC)と協力
して実施した。また、保険インデックスには、
国際家畜研究所の協力のもと、衛星データか
ら試算する植生指数 (Normalized Difference 
Vegetation Index: NDVI)を用いた。これは
NDVI の方が降雨量よりも家畜の死亡に直
結しており、適切な保険料・補償額の設定が
可能となるためである。これらのスキームは
本研究課題開始以前から適用されており、本
研究内でも継続して実施された。 
 実証データは、ボラナ県の 8 つの woreda
（行政地区）にまたがる 515 家計のパネルデ
ータを収集・利用した。 
 第一の需要研究においては、保険購入に影



響を与える要因として、特に価格、製品に対
する理解度およびリスク選好の三つに着目
し、価格、製品に対する理解度の効果を測定
するためのランダム化比較試験（RCT）を行
った。価格に関しては、保険プレミアムが 0%
から 80%割引されるクーポンを、また、製品
理解度に関しては、学習キット（漫画とラジ
オテープで IBLI 商品の概要を説明したもの）
を対象者の一部にランダムに配布した。また、
リスク回避度は、過去の研究に倣い、簡単な
ラボタイプのフィールド実験を調査票内で
行い計測した。 
 第二の研究では、調査対象地で旱魃等によ
り家畜が死亡した時に慣習的に行われてい
る牧畜民間の牛の一時貸与（dabare）が、IBLI
の導入によりどのような影響を受けるかを
分析した。その際、実証上の課題として、a)
インフォーマル・ネットワークを正しく計測
することと、b) IBLI 購入とインフォーマル・
ネットワークへの帰属に関する交絡バイア
スの克服が挙げられる。前者に対しては、調
査サンプル家計の中からランダムに選んだ
少数（8 世帯）の家計とインフォーマルな牛
の貸借をしたいと思っているか調査を行う、
random matching within sample(RMWS)法を採
用した。この方法は、個々人のネットワーク
構造を知るために慣習的に行われている調
査方法－相手の家計が調査サンプルに含ま
れているかどうかに関わらず、信用などの取
引を行っている 8 世帯ほどを調査の回答者に
答えてもらう－よりも、推計バイアスを生じ
させる可能性が少ないことが知られている。
また、後者に対しては、ランダムに配布した
割引クーポンの授受を IBLI 購入の操作変数
に用い、IBLI 購入により、相手とインフォー
マルな牛の貸借が促進されるか否かを分析
した。 
 第三と第四の研究では、まず IBLI が導入さ
れた時の牧畜民の動学的最適行動を理論的
に考え、その後、実際のデータで理論の仮
定・帰結の現実妥当性を検証する方法をとっ
た。本研究期間の準備段階を含み、対象地で
は合計6回の IBLIの販売が行われ、そのうち、
2 回の購入者には、保険金の支払いも行われ
ている。そこで、購入時期が異なる家計の比
較を通じて、IBLI の影響が時間を通じてどの
ように変化するかも計測した。 
 
４．研究成果 
 IBLI の需要研究からは主に以下の三点が
明らかになった。第一に、保険需要は価格に
感応的で、価格が安いほど購入率が高くなる。
一旦、値下げをすると、それが価格参照点と
なってしまい、後に保険数理的に公正な価格
に戻ったときに、購入率が低まることが危惧
されたが、そうした影響はなかった。第二に、
学習キットを受けた家計は、我々が課す IBLI
の理解度テストの成績がよく、商品知識が有
意に向上することがわかった。しかし、商品
知識の改善によって需要が刺激されること

はなく、理解不足が保険需要を妨げているの
ではないことが判明した。最後に、経済理論
が予測するように、リスク回避的な家計ほど、
保険を購入する傾向にあることがわかった。
インデックス型保険は、適切にデザインされ
ないと、保険支払の基準となる天候指標と、
実際の損失の相関が弱まり（ベーシス・リス
ク）、ギャンブル性を持つことになる。その
ため、既存研究では、時にリスク愛好的な人
ほどインデックス型保険を購入するという
結果も見られていた。リスク回避的な人ほど
IBLI を購入するという我々の結果は、NDVI
に基づく保険デザインが比較的うまく機能
していることを示唆していると思われる。 
 IBLI とインフォーマルな牛の貸借に関す
る研究では主に以下の点が判明した。第一に、
ランダムにマッチされた家計 jが IBLIを実際
に購入していると、家計 iは jに対して、dabare
を通じた牛貸与をする意思が大きくなる。こ
れは、i と j が知人であり、また i が j の IBLI
購入状況を正しく認識している場合にのみ
見られる傾向であった。第二に、もし、最初
のファインディングが i の j に対する「ただ
乗り」誘因によって引き起こされていたとす
れば、j の IBLI 購入は i の購入に負の影響を
及ぼすと考えられるが、実際には家計 j の
IBLI購入行動は iの IBLI購入行動にほとんど
影響を及ぼさなかった。第三に、i の IBLI 購
入は i から j への牛貸与意思に有意な影響を
もたらさなかった。すなわち、保険を購入す
ることでインフォーマル・ネットワークに頼
る必要性が薄れるため、リスクシェアリン
グ・ネットワークから離脱したり、また、j
の「ただ乗り」を懸念して、リスクシェアリ
ング・ネットワークから i が離脱するという
行動は見られなかった。これらの結果はいく
つかの頑強性テストの結果でも支持されて
おり、当該地域では、j の保険購入がよりイ
ンフォーマル取引を活性化するという点か
ら、概ね、IBLI とインフォーマルなリスクシ
ェアリングは、補完的関係にあるという結論
が得られた。 
 第三と第四の研究では、あるパラメーター
の下では、牧畜民の最適行動は IBLI を購入す
ることではなく、家畜の頭数を増やすことで
あるという予測が導かれた。先行研究では、
旱魃により家畜保有頭数が一定の閾値以下
まで落ち込むと、牧畜家計はそこから長期間
抜け出せなくなる「貧困の罠」に陥る危険性
があることが示されている。こうした複数均
衡のもとでは、閾値近辺の家計は、低位均衡
にはまることを避け、家畜喪失の回復が早ま
る IBLI の購入を活発にすることが期待され
る。しかし、我々のモデルでは、IBLI の購入
にはベーシス・リスクが伴うため、リスク回
避的な家計は旱魃による家畜死亡時に保険
支払いがなされなくなるリスクを嫌い、家畜
の頭数を増やして貧困の罠の閾値から離れ
ようとする傾向が強いことが示唆された。 
 ただし、実証分析によると、我々の観察期



間においては、「貧困の罠」の存在を示す S
字的な資産動学傾向は見られず、必ずしも
IBLI の購入と家畜への投資が代替的になる
わけではないことが判明した。また、IBLI の
購入により、主観的な生活の満足度は高まる
ものの、消費などの厚生水準にはほとんど影
響がないことも明らかとなった。さらに、シ
ョック時に重要資産である家畜が保護され
る安心感から、よりハイリスク・ハイリター
ンの行動を取ることが予想されたが、そうし
た効果は見つからなかった。これらの結果は、
実際に保険支払いを受け取った家計と受け
取らない家計の間にも大きな違いはなかっ
た。 
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